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１．背景 

  

1.1 小中一貫教育 

 近年、学校現場の課題は多様化し、複雑化している。このような状況の中では、個々の教員

の努力や１学年単位での努力，学校単位の努力だけでは、複雑化し、多様化した問題への対応

は困難だという認識が広くなされている。小学校教員は，中学校での学習や子どもたちが中学

校を卒業するときの姿をイメージしながら、また、中学校の教員は，小学校で何を学び，今の

子どもたちの姿があるのかを知った上で指導に当たらなければならない。つまり中学校区を単

位として学校教育を充実させていかなくてはならないのだ。 

 

1.2 目指す子供像とその指標 

中学校区を単位として学校教育を充実させていくためには、小・中学校の協働により、子ど

もたちが 15歳の段階で身につけておくべき力は何かという観点をもって、「目指す子供像」を

設定しなければならない。さらに、「目指す子供像」の実現のためには、具体性のある目標と、

目標を可視化するための評価項目や指標を立てることが重要である。 

 

1.3 実習校区の実態 

Ａ中学校区はＥ市教育委員会の指導の下、小中一貫教育の取組みを進めてきた。その成果に、

「子どもたちにつけたい力」（以下「つけたい力）がある。これは、Ａ中学校区の目指す子供

像「学びを通してつながり、輝く未来をきりひらく子」の実現に向けて、子どもたちに育むべ

き資質・能力を、就学前と義務教育９年間を見通し、それぞれのステージに合わせた到達目標

を示した育成指標というべきものである。 

しかし、課題がある。Ａ中学校区は、この育成指標「つけたい力」をふりかえり、何をめざ

しているのか、まためざしてきたのかの意識づけを教員に対して行う組織になっていないので

ある。つまりＰＤＣＡサイクルのＰは掲げているものの、Ｄ、Ｃ、Ａの体制が十分には整って

いないといえる。 

 

２．実践的研究 

 

2.1 研究の目的と実践 

そこで本実践的研究の目的を、『Ａ中学校区のめざす子ども像を具現化するための育成指標
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「つけたい力」を、教員にとって距離感のない身近なものにし、それを意識しながら教育実践

を進める中学校区にすること』とする。そしてその実現のために、以下のことを実践した。 

１）Ａ中学校区の「つけたい力」が何をめざしているのかが、教員に意識される仕組みづくり

をすること 

２）Ａ中学校区の「つけたい力」を今のＡ中学校区の教員で、現状に合わせた刷新を行うこと 

３）Ａ中学校区の教員たちが、「つけたい力」に示された目指す資質・能力を育成するには、

教育課程のどの部分で、またどんな学習指導が必要であるかを考え、往還させること 

 

３．考察 
 

3.1 意識・活用され始めた「つけたい力」 

2020年８月、Ａ中学校区の教員を対象に行ったアンケート調査では、『子どもたちにつけた

い力』の各項目を自身の授業やクラス、学年、学校での取組みなどで意識・活用していますか。」

の回答結果が、肯定 34％、否定 66％であった。2.1に示す３つの実践を経て、2021年 12月、

再度同じ質問項目でアンケート調査を実施した。結果は、肯定 77％、否定 23％であった。アン

ケート結果からも「つけたい力」が意識・活用され始めたことが読み取れる。 

 

3.2 今後の展望 

 下記の表のように、Ａ中学校区は多くの教員の参加によって「つけたい力」を刷新する

ことができた。今後は、引き続き「つけたい力」という同じ指標を持ち、子どもたちの成

長をみとりつつ、「つけたい力」に示された８つの資質・能力の中から、中学校区として

育てたい資質・能力を焦点化し、ねらいを定めた教育の充実を図っていきたい。 

Ａ 
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